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掲載情報の見方

市の人口・世帯数 4 月末日現在（カッコ内は前月比）

June 2023
No.1196

6

人口 男 女 世帯数

99,926(-113) 47,065(-34) 52,861(-79) 47,525(+11)

市役所：河内長野市原町一丁目１番１号
※郵送の場合は〒586-8501（住所不要）
☎ 0721-53 -1111（代表）

対象に明記のないものは市内在住・在学・在勤者が対象
▶催しなどで費用の記載のないものは無料▶申し込みが
必要な催しなどの持ち物は主催者からの連絡などで確
認を▶先着順の申し込みで時間の記載のないものは午前
９時から受付▶申し込み・問い合わせなどで住所・電話
番号の記載がないものは市役所へ（業務日・時間は月～
金曜日午前９時～午後５時30分、祝休日・年末年始を
除く）▶催しなどの中止・延期など最新情報は問い合わ
せ先に確認を▶環境への配慮から、催しなどへの来場は
できるだけ公共交通機関のご利用を▶周囲の人に感染
症を広げないため、場所や状況に
応じてマスク着用などの対応を。

くろまろ塾認定
講座マーク▶

特 集

多文化共生のためにできること

市
内
で
も
、
学
校
や
職
場
を

は
じ
め
、
電
車
や
ス
ー
パ
ー
な

ど
日
常
生
活
の
中
で
、
様
々
な

国
や
地
域
に
ル
ー
ツ
を
持
つ
人

の
姿
を
目
に
す
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進

む
中
、
在
住
外
国
人
は
年
々
増

加
し
、
ま
た
日
本
国
籍
で
も
外

国
に
ル
ー
ツ
を
持
つ
人
も
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。

●
在
住
外
国
人
の
現
状

３
月
末
現
在
、
外
国
籍
の
市

民
は
８
９
３
人
、
７
１
１
世
帯

で
、
こ
れ
は
市
の
人
口
の
約

０
・
９
％
に
あ
た
り
、
国
籍
も

40
か
国
以
上
に
わ
た
っ
て
い
ま

す
。
国
別
で
は
８
９
３
人
の
う

ち
、
約
26
％
が
ベ
ト
ナ
ム
、
次

い
で
韓
国
が
約
22
％
、
中
国
が

約
11
％
の
順
に
な
っ
て
い
ま
す
。

近
年
、
介
護
人
材
の
不
足
を
背

景
に
、
留
学
・
奨
学
金
制
度
、

母
国
と
の
給
与
格
差
な
ど
の
理

由
か
ら
、
ベ
ト
ナ
ム
人
の
増
加

が
著
し
く
、
令
和
４
年
度
中
に

は
、
韓
国
を
抜
い
て
１
位
と
な

り
ま
し
た
。

近
年
、
家
族
と
と
も
に
定
住
す
る

外
国
人
が
増
え
、
市
内
に
も
た
く
さ
ん
の

外
国
人
市
民
が
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
「
多
文
化
共
生
」
を
テ
ー
マ
に
、

在
住
外
国
人
に
関
す
る
現
状
や
、

市
の
多
文
化
共
生
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

多
文
化
共
生
と
は
何
か
、

自
分
た
ち
に
何
が
で
き
る
の
か
を

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

問
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

多文化共生のためにできること特集

市内に住む外国人人口の推移 市内に住む外国人の年齢

60～79歳
（13.2％）

80～９９歳
（2.4％）

20～３９歳
（50.7％）

0～１９歳
（8.5％）

40～59歳
（25.2％）

●
文
化
や
言
葉
の
違
い
か
ら

外
国
籍
の
市
民
の
中
に
は
、

地
域
に
な
じ
ん
で
生
活
し
て

い
る
人
が
い
る
一
方
で
、
日

本
語
が
う
ま
く
話
せ
ず
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
思
う

よ
う
に
取
れ
な
い
人
も
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
ゴ
ミ
の
出

し
方
や
騒
音
な
ど
の
日
常
生

活
の
ほ
か
、
孤
立
し
た
外
国

人
が
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
る

な
ど
、
様
々
な
ト
ラ
ブ
ル
が

考
え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
地
域
に
は
、「
外
国

人
と
話
し
た
こ
と
が
な
い
」と

い
う
人
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
文
化
や
言
葉
の
違
い
に

戸
惑
い
を
感
じ
、「
分
か
ら
な

い
か
ら
」
と
、
心
に
壁
を
作

っ
て
い
な
い
で
し
ょ
う
か
？

●
小
さ
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
積
み
重
ね

文
化
や
習
慣
、
言
葉
が
異

な
る
国
の
人
た
ち
と
と
も
に

暮
ら
し
て
い
く
に
は
、

ま
ず
は
相
手
を
知
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
例
え
ば
、
気
軽

に
あ
い
さ
つ
し
た
り
、
相
手

の
国
の
言
葉
を
一
つ
覚
え
た

り
、
通
訳
ア
プ
リ
を
入
れ
て

み
た
り
。
小
さ
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
積
み
重
ね
る

こ
と
で
、
互
い
の
違
い
や
共

通
点
に
気
づ
き
、
距
離
が
グ

ッ
と
縮
ま
る
こ
と
も
。

●
こ
れ
か
ら
の
わ
が
ま
ち

今
後
、
ま
す
ま
す
外
国
籍

の
市
民
が
増
え
て
い
く
中
で
、

国
籍
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
じ

地
域
の
一
員
と
し
て
誰
も
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
づ

く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

本
市
で
は
令
和
２
年
に
国

際
化
・
多
文
化
共
生
ビ
ジ
ョ

ン
を
策
定
し
、
外
国
人
市
民

と
支
え
あ
っ
て
と
も
に
暮
ら

す
、
多
文
化
共
生
の
ま
ち
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

その他
国籍や民族などの異なる人々が互い
の文化的な違いを認め合い、対等な
関係を築こうとしながら、地域社会
の構成員として共に生きていくこと
をいいます。

暮
ら
し
て
い
く
に
は
、

ま
ず
は
相
手
を
知
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
例
え
ば
、
気
軽
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多文化共生のためにできること特集

平
成
４
年
に
誕
生
し
た
河
内
長
野
市
国
際
交
流
協
会

（
通
称
Ｋキ

ー

フ

ァ

Ｉ
Ｆ
Ａ
）
は
、
本
市
の
国
際
交
流
事
業
の
推
進

母
体
と
し
て
、
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
平

成
14
年
か
ら
は
、
キ
ッ
ク
ス
内
で
市
の
国
際
交
流
セ
ン

タ
ー
と
し
て
外
国
人
相
談
窓
口
を
運
営
し
て
い
ま
す
。

市
内
の
金
属
加
工
会
社
に
勤
め

る
グ
ェ
ン
さ
ん
は
、
ベ
ト
ナ
ム
か

ら
３
年
前
に
来
日
し
、
河
内
長
野

市
に
は
一
昨
年
引
っ
越
し
て
き
ま

し
た
。
昨
年
か
ら
は
家
族
を
呼
び

寄
せ
４
人
で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

●
日
本
に
来
た
ば
か
り
の
こ
ろ

ま
だ
日
本
語
が
不
慣
れ
な
時
に
、

色
が
合
っ
て
い
る
か
ら
と
油
と
酢

を
間
違
え
て
買
っ
て
し
ま
っ
た
こ

と
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

会
社
に
は
同
じ
ベ
ト
ナ
ム
人
の

同
僚
が
数
人
い
る
た
め
不
安
は
な

い
も
の
の
、
仕
事
上
の
細
か
い
指

示
な
ど
は
な
か
な
か
理
解
で
き
な

い
こ
と
も
あ
る
の
だ
と
か
。

●
難
し
い
言
葉
は

ひ
ら
が
な
と
翻
訳
機
で
対
応

ひ
ら
が
な
や
あ
る
程
度
の
漢
字

の
読
み
書
き
が
で
き
る
の
で
、
ジ

ェ
ス
チ
ャ
ー
や
翻
訳
機
が
あ
れ
ば

意
思
疎
通
に
は
困
り
ま
せ
ん
が
、

難
し
い
言
葉
や
普
段
使
わ
な
い
言

葉
は
、
ひ
ら
が
な
に
し
て
書
い
て

く
れ
る
と
助
か
る
と
話
し
ま
す
。

●
日
本
で
驚
い
た
こ
と

日
本
の
人
は
み
ん
な
や
さ
し
い

と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
た
グ
ェ
ン

さ
ん
。
市
役
所
で
タ
ク
シ
ー
を
呼

ん
で
も
ら
お
う
と
し
た
と
こ
ろ
、そ

の
場
に
い
た
人
が
送
っ
て
く
れ
た

こ
と
が
あ
っ
た
そ
う
。

親
切
な
人
が
多
い
一
方
、
ヴ
ォ

ン
さ
ん
が
駅
前
で
転
ん
で
気
絶
し

た
時
に
、
素
通
り
す
る
人
々
に
驚

い
た
そ
う
で
す
。
話
し
て
み
れ
ば

親
切
だ
け
ど
、
見
ず
知
ら
ず
の
人

に
は
積
極
的
に
関
わ
ろ
う
と
し
な

い
の
は
、
日
本
人
の
気
質
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

●
子
ど
も
へ
の
想
い

小
学
校
に
通
う
長
男
の
連
絡
帳

に
は
、
ス
マ
ホ
で
翻
訳
ア
プ
リ
を

利
用
し
な
が
ら
、
時
間
を
か
け
て

同
じ
く
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
や
っ
て

き
た
ル
ー
さ
ん
と
タ
ン
さ
ん
夫
婦

は
、
数
年
前
か
ら
市
内
の
介
護
事

業
所
に
勤
め
て
い
ま
す
。
二
人
は

日
本
で
出
会
い
、今
年
２
月
に
結
婚
。

会
社
の
上
司
や
先
輩
に
支
え
ら
れ

な
が
ら
仕
事
に
励
ん
で
い
ま
す
。

●
分
か
ら
な
い
言
葉
は

そ
の
場
で
す
ぐ
に
確
認

施
設
の
利
用
者
さ
ん
と
は
カ
ラ

オ
ケ
や
映
画
観
賞
、
折
り
紙
や
塗

り
絵
な
ど
を
通
じ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
図
り
ま
す
。
知
ら
な

い
言
葉
や
漢
字
は
す
ぐ
に
先
輩
に

確
認
、
気
に
な
る
言
葉
は
ス
マ
ホ

で
検
索
し
ま
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
妨
げ
に
な
ら
な
い
よ
う

に
、
常
に
学
び
な
が
ら
働
く
日
々

で
す
。

●
ご
近
所
と
の
交
流
も
積
極
的

庭
で
パ
ク
チ
ー
や
空
心
菜
、
へ

ち
ま
や
ス
イ
カ
な
ど
様
々
な
野
菜

や
果
物
を
育
て
る
こ
と
が
趣
味
で
、

ご
近
所
さ
ん
に
栽
培
し
た
野
菜
を

お
す
そ
わ
け
す
る
と
、
お
礼
に
お

か
ず
を
も
ら
う
な
ど
、
楽
し
く
交

流
し
て
い
ま
す
。

●
上
司
先
輩
の
サ
ポ
ー
ト
が

あ
っ
て
こ
そ

会
社
の
上
司
・
先
輩
に
は
い
つ

も
感
謝
し
て
い
ま
す
と
語
る
二
人
。

市
内
転
入
時
に
は
市
役
所
に
一
緒

に
付
き
添
い
手
続
き
を
サ
ポ
ー
ト
、

「やさしい日本語」は、災害時、外国人に向けて分かりやすく情報発信する
ことを目的に発展し、基本的なルールがあります。外国人だけでなく子ども
や高齢者、障がいのある人にも配慮された日本語です。

今朝８時頃に近畿地方を中心とした広い範囲で強い地震がありました。

今
き ょ う

日の朝
あさ

８時
じ

に、大
おお

阪
さか

で大
おお

きい地
じ

震
しん

がありました。

分かりやすい言葉に あいまいな表現は避ける 漢字にはふりがなをふる

●
外
国
人
の
た
め
の
生
活
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

外
国
人
市
民
が
市
内
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
よ
う
、出
産
・
子
育
て
、健

康
や
医
療
な
ど
に
関
す
る
手
続
き
な

ど
、
日
常
生
活
に
必
要
な
情
報
を
分

か
り
や
す
く
説
明
し
て
い
ま
す
。

●
自
動
通
訳
機

市
役
所
窓
口
で
は
、
英
語
や
中
国

語
、
ロ
シ
ア
語
や
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
の

方
言
ま
で
、
合
計
84
言
語
を
通
訳
で

き
る
通
訳
ツ
ー
ル
を
使
用
し
て
対
応

し
て
い
ま
す
。

問
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

●
く
ろ
ま
ろ
塾
本
部
講
座

「
み
ん
な
で
考
え
る
多
文
化
共
生
」

近
所
に
外
国
人
が
引
っ
越
し
て
来

た
ら
ど
う
接
し
ま
す
か
？
や
さ
し
い

日
本
語
や
各
地
の
日
本
語
教
室
な
ど

を
事
例
に
、
日
本
語
講
師
と
一
緒
に
、

外
国
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

と
き

６
月
24
日
㈯
午
後
２
時
〜
３

時
30
分

と
こ
ろ

キ
ッ
ク
ス

定
員

１
０
０
人
（
先
着
順
）

参
加
費

５
０
０
円

申
込

電
話
で
左
記
へ

問
く
ろ
ま
ろ
塾
事
務
局

　
　
（
キ
ッ
ク
ス
内
、
☎
54
・
０
０
０
１
）

●
日
本
語
サ
ロ
ン

Ｋ
Ｉ
Ｆ
Ａ
で
は
、
外
国
人
市

民
の
た
め
の
日
本
語
学
習
や
相

談
、
情
報
交
換
の
場
と
し
て
日

本
語
サ
ロ
ン
を
３
か
所
で
年
間

１
２
０
日
以
上
開
催
し
て
い
ま

す
。
詳
細
は
Ｋ
Ｉ
Ｆ
Ａ
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
外
国
人
の
た
め
の

オ
ン
ラ
イ
ン
相
談

生
活
（
仕
事
、
子
育
て
、
保

険
な
ど
）や
在
留
資
格
、結
婚
・

離
婚
な
ど
、
専
門
の
相
談
員
や

入
国
管
理
局
の
職
員
、
行
政
書

士
、
弁
護
士
と
相
談
で
き
ま
す
。

内
容
・
と
き

下
記
の
と
お
り

と
こ
ろ

キ
ッ
ク
ス

※
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
な
ど
か
ら

で
も
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
で
相
談
可
。

申
込

希
望
相
談
日
の
１
週
間

前
ま
で
に
電
話
で
左
記
へ

問
国
際
交
流
協
会
Ｋ
Ｉ
Ｆ
Ａ

（
キ
ッ
ク
ス
内
、
☎
54
・
０
０

０
２
）

ルーさん・タンさん夫婦
グェンさん・ヴォンさん夫婦と小学３年生
の長男、３歳の保育園児の長女の4人暮らし

グェンさん家族

日
々
の
出
来
事
や
気
に
な
る
こ
と
な
ど
を

記
入
し
て
い
ま
す
。担
任
の
先
生
も
丁
寧

に
返
信
し
て
く
れ
る
そ
う
で
す
。

明
る
く
人
懐
っ
こ
い
子
ど
も
た
ち
で

す
が
、
外
国
人
と
い
う
こ
と
で
差
別
や

偏
見
の
目
が
子
ど
も
た
ち
に
向
け
ら
れ

な
い
か
と
心
配
は
尽
き
ま
せ
ん
。
将
来

の
進
学
や
就
職
時
に
不
利
に
な
ら
な
い

よ
う
に
、
子
育
て
を
頑
張
り
た
い
と
語

っ
て
く
れ
ま
し
た
。

行政書士相談 ６月 11日㈰
午後１時 30分～４時 30分

労働相談 ６月 19日㈪
午後１時 30分～５時 15分

法律相談 ６月 25日㈰
午後１時 30分～４時 30分

生活相談 ６月 26日㈪・27日㈫
午後１時 30分～５時

入管相談 6月28日㈬午後１時30分～５時

家庭訪問に来た担任の先生（写真左）と、連絡帳
でのやり取り

◀二人が働く介護事業所
のセラピー犬 ふうくん お世話になっている職場の人たちと

夜
中
や
休
み
の
日
で
も
分
か
ら
な
い
こ

と
は
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
相
談
し
て
い
る
の
だ

そ
う
。
体
調
不
良
で
休
ん
だ
時
も
食
事

の
心
配
を
し
て
く
れ
た
り
と
、
生
活
面

で
の
サ
ポ
ー
ト
や
ケ
ア
が
う
れ
し
か
っ

た
と
話
し
ま
す
。
上
司
や
先
輩
と
い
う

関
係
で
す
が
、
最
大
限
の
尊
敬
の
念
を

込
め
て『
先
生
』と
呼
ん
で
い
ま
す
、と

笑
顔
で
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

※21ページに関連記事。

学
校
で
は
自
動
通
訳
機
を
使
っ
て

会
話
を
し
た
り
、
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー

や
簡
単
な
言
葉
を
使
う
こ
と
に
気

を
付
け
て
い
ま
す
。
補
助
の
先
生

も
い
る
の
で
す
が
、
周
り
の
児
童

た
ち
が
積
極
的
に
協
力
し
た
り
、教

え
た
り
も
し
て
く
れ
て
い
ま
す

▲市ホームページから
ダウンロードできます



◉富田林保健所（富田林市寿町3-1-35）
エイズ・梅毒・クラミジアの検査（☎23-2683）、
骨髄バンクドナー登録（☎23-2684）、
医療機関に関する相談（☎23-2681）
などを行っています。

保健センター（木戸東町２-1、☎55-0301）
内容 健康相談（予約制） 栄養相談（予約制） 歯科相談（予約制）
相談日 毎週月曜日（祝休日・年末年始を除く）
受付時間 午前（詳細はお問い合わせを）
担当 保健師 管理栄養士 歯科衛生士

※診断や治療方法についての相談は対応不可▷電話で同センターへ予約を。

休日急病診療所（木戸東町２-1、☎55-0300）
内容 内科 歯科

受付時間
土曜日=午後６時～８時40
分、日曜日・祝休日=午前
10時～11時 40分と午後
１時～３時40分

日曜日・祝休日=午前
10時～11時40分

※内科は中学生以下受診不可▷来院前に検温の上、電話で症状をお伝えください。

富田林病院（富田林市向陽台1-3-36、☎29-1121）
内容 日曜日・祝日などの小児急病診療体制

受付時間 日曜日・祝休日の午前９時～11時30分と午後１時
～３時30分

※小児科診療は、本市を含む近隣３市２町１村共同で医師の確保を行い、
数少ない小児科医の協力のもと富田林病院で実施しています。

◉大阪府救急医療情報センター（医療機関情報）
☎06-6693-1199（24時間）

◉救急安心センターおおさか（救急医療相談）
相談電話　♯7119（ダイヤル回線・IP電
話からは☎06-6582-7119へ▷24時間）

◉小児救急電話相談～受診するか迷った時は～
相談電話　♯8000（ダイヤル回線・IP電
話からは☎06-6765-3650へ▷午後７時
～翌朝８時）
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「モックルコイン」
加盟店を募集

まちの活力の
維持向上に向けて

市
内
加
盟
店
で
利
用
で
き
る
モ

ッ
ク
ル
コ
イ
ン
カ
ー
ド
の
配
布
を

予
定
し
て
い
ま
す
（
詳
細
は
本
紙

８
月
号
に
掲
載
）。こ
れ
に
先
立
ち
、

モ
ッ
ク
ル
コ
イ
ン
を
使
え
る
店
舗

を
募
集
し
ま
す
。

対
象

市
内
に
事
業

所
を
置
く
中
小
企
業

申
込

市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
申
込
フ
ォ
ー
ム
か
ら
登
録

※
チ
ラ
シ
な
ど
の
印
刷
物
に
店
名

の
掲
載
を
希
望
す
る
場
合
は
６
月

９
日
ま
で
に
申
込
を
▽
10
日
以
降

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
み
で
の
掲
載

に
な
り
ま
す
。

※
す
で
に
加
盟
し
て
い
る
事
業
者

に
は
別
途
確
認
を
行
い
ま
す
。

問
モ
ッ
ク
ル
コ
イ
ン
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
（
☎
53
・
１
１
１
９
）

本
市
で
は
、
ま
ち
の
活
力
の
維

持
向
上
を
図
り
、
市
内
事
業
者
や

市
民
の
誰
も
が
活
躍
で
き
る
環
境

を
整
備
す
る
た
め
、
赤
峰
市
民
広

場
の
産
業
用
地
化
や
ス
ポ
ー
ツ
施

設
の
再
編
、
新
た
な
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
の
整
備
な
ど
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

産
業
用
地
化
に
つ
い
て
、
本
市

に
は
国
内
外
に
活
躍
の
場
を
広
げ
、

成
長
を
続
け
る
た
め
に
取
り
組
む

事
業
者
が
多
数
存
在
し
ま
す
が
、

電子地域通貨

健

康

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て

令
和
5
年
春
開
始
接
種
（
5
月

8
日
〜
8
月
末
）
で
は
、
対
象
者

に
一
人
1
回
、
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対

応
2
価
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
が
行
わ

れ
ま
す
。
5
月
8
日
〜
8
月
末
に

接
種
を
終
え
た
人
は
、
令
和
5
年

秋
開
始
接
種
と
し
て
、
9
月
以
降

さ
ら
に
一
人
1
回
の
追
加
接
種
が

行
わ
れ
る
予
定
で
す
。
詳
細
が
決

ま
り
次
第
、市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
本
紙
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

対
象

初
回
接
種
（
1
・
2
回
目

接
種
）
を
終
了
し
た
次
の
人

◎
65
歳
以
上
の
高
齢
者

◎
5
〜
64
歳
の
基
礎
疾
患
を
有
す

る
人
、
そ
の
他
重
症
化
リ
ス
ク
が

高
い
と
医
師
が
認
め
る
人

◎
医
療
機
関
、
高
齢
者
・
障
が
い

者
施
設
な
ど
の
従
事
者

問
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー（
☎
26
・
８
１
３
５
、℻

56
・
５
１
６
０
）

マ
ス
ク
の
着
用
に
つ
い
て

マ
ス
ク
着
用
は
主
体
的
な
選
択

を
尊
重
し
、
個
人
や
事
業
所
の
判

断
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、周
囲
の

人
に
感
染
を
広
げ
な
い
た
め
、医

療
機
関
や
高
齢
者
施
設
、混
雑
し

た
場
所
に
行
く
時
な
ど
は
マ
ス

ク
の
着
用
が
推
奨
さ
れ
て
い
ま

す
。状
況
に
応
じ
て
対
応
し
て
く

だ
さ
い
。

問
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
（
☎
55
・
０
３
０
１
）

高
齢
者
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
の

ご
案
内

今
年
度
65
歳
、70
歳
、75
歳
、80

歳
、
85
歳
、
90
歳
、
95
歳
、
１
０
０

歳
に
な
る
人
で
、
今
ま
で
市
の
助

成
を
受
け
て
高
齢
者
肺
炎
球
菌
予

防
接
種
を
し
た
こ
と
が
な
い
人
に

対
し
、
予
診
票
と
案
内
を
送
付
し

ま
す
。
詳
細
は
お
問
い
合
せ
く
だ

さ
い
。

問
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
（
☎
55
・
０
３
０
１
）

６
月
4
日
〜
10
日
は

歯
と
口
の
健
康
週
間

歯
と
口
は
、
健
康
に
生
き
て
い

く
力
を
支
え
て
く
れ
る
大
切
な
も

の
で
す
。
歯
の
寿
命
が
延
び
る
こ

と
は
、
健
康
を
保
つ
こ
と
に
つ
な

が
り
ま
す
。
生
涯
を
通
じ
て
か
か

り
つ
け
歯
科
医
を
持
ち
、
定
期
的

に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

問
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
（
☎
55
・
０
３
０
１
）

※画像はイメージです。

使用

コロナ受診相談窓口の
運用を開始

　新型コロナウイルスによる発熱時の受
診相談、体調急変時の相談などに24時間
対応する窓口「府コロナ府民相談センタ
ー」を５月８日に開設しました（看護師
配置あり）。
●窓口を閉鎖
　自宅待機SOS、発熱者SOS、府民向け
相談窓口は新相談窓口へ機能を統合した
ため、５月８日に閉鎖しました。
問府コロナ府民相談センター
（☎06-7178-4567、℻06-6944-7579）

ま
と
ま
っ
た
産
業
用
地
が
無
く
、
市

外
へ
移
転
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
で

す
。
こ
の
状
態
が
続
け
ば
、
働
く
場

の
減
少
に
よ
り
ま
ち
の
活
力
が
低
下

す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
ス
ポ
ー

ツ
施
設
や
公
園
、
学
校
給
食
セ
ン
タ

ー
に
つ
い
て
も
、
市
民
ニ
ー
ズ
の
変

化
や
老
朽
化
な
ど
様
々
な
課
題
が
顕

在
化
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
課
題
を
解
決
し
、
地

域
活
性
化
な
ど
ま
ち
づ
く
り
全
体
に

好
循
環
を
生
み
出
し
、
持
続
可
能
な

ま
ち
と
し
て
発
展
し
て
い
く
た
め
、そ

し
て
市
民
の
み
な
さ
ん
と
と
も
に
事

業
を
進
め
て
い
く
た
め
に
、
説
明
会

を
開
催
し
ま
す
。

と
き

６
月
16
日
㈮
午
後
７
時
〜
８

時
、
18
日
㈰
午
前
10
時
〜
11
時

※
い
ず
れ
も
内
容
は
同
じ
で
す
。

と
こ
ろ

キ
ッ
ク
ス

問
赤
峰
市
民
広
場
の
産
業
用
地
化
に

つ
い
て
＝
産
業
観
光
課
、
ス
ポ
ー
ツ

施
設
再
編
に
つ
い
て
＝
文
化
・
ス
ポ

ー
ツ
振
興
課
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

の
整
備
に
つ
い
て
＝
教
育
指
導
課

●
市
内
で
製
造
業
を
営
む
み
な
さ
ん
へ

産
業
用
地
に
立
地
を
検
討
し
て
い

る
製
造
業
者
へ
、
意
向
調
査
を
別
途

実
施
し
ま
す
。

※
詳
細
は
下
記
Ｑ
Ｒ
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
産
業
観
光
課

～赤峰市民広場の今後について説明会を実施～

相
談

催
し・講
座

パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト

ス
ポ
ー
ツ

人
権

障
が
い
者

安
全
安
心

暮
ら
し

保
険・年
金

そ
の
他

お
知
ら
せ

募
集

就
労

事
業
所

税
金

公
表

子
育
て

高
齢
者

健
康
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特
定
外
来
生
物
ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ

カ
ミ
キ
リ
の
防
除
に
つ
い
て

特
定
外
来
生
物
に
指
定
さ
れ
て

い
る
ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ
は
、

生
態
系
や
農
林
業
に
重
大
な
被
害

を
与
え
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

市
内
で
も
、
公
園
の
サ
ク
ラ
な
ど

に
被
害
が
出
て
い
ま
す
。
被
害
拡

大
防
止
の
た
め
、
防
除
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

●
防
除
薬
剤
の
配
布

自
治
会
な
ど
で
管
理
す
る
サ
ク

ラ
を
対
象
に
ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ

キ
リ
防
除
薬
剤
の
配
布
を
行
い
ま

す
。
希
望
す
る
場
合
は
、
環
境
政

策
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
（
数
に

限
り
が
あ
り
ま
す
）。

●
樹
木
を
守
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト

◎
成
虫
を
発
見
し
た
場
合
は
、
そ

の
場
で
駆
除
す
る

◎
５
〜
９
月
は
樹
木
に
網
目
サ
イ

ズ
5
㍉
以
下
の
ネ
ッ
ト
を
巻
き
付

け
、
成
虫
の
産
卵
を
防
ぐ

◎
樹
木
に
フ
ラ
ス（
木
く
ず
）を
発

見
し
た
場
合
は
、
幼
虫
が
い
る
可

能
性
が
あ
る
の
で
、
市
販
の
カ
ミ

キ
リ
ム
シ
用
殺
虫
剤
を
使
用
す
る

◎
ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ
の
被

害
で
枯
れ
た
樹
木
は
伐
採
し
、
伐

採
後
２
〜
３
年
程
度
は
切
り
株
を

ブ
ル
ー
シ
ー
ト
な
ど
で
被
う

●
成
虫
の
特
徴

◎
体
長
25
〜
50
㍉
程
度
で
全
体
が

光
沢
の
あ
る
黒
色
で
胸
部
が
赤
色

◎
６
〜
８
月
ご
ろ
出
現
し
、
周
辺

の
サ
ク
ラ
や
ウ
メ
な
ど
の
樹
木
に

多
数
の
卵
を
産
み
周
辺
に
被
害
を

拡
大
さ
せ
る

●
幼
虫
の
特
徴

◎
樹
木
の
中
を
食
い
荒
ら
し
な
が

ら
１
〜
３
年
過
ご
し
、さ
な
ぎ
に
な

る
樹
木
か
ら
は
木
く
ず
と
フ
ン
を

混
ぜ
た
う
ど
ん
状
の
フ
ラ
ス
が
排

出
さ
れ
る

問
環
境
政
策
課

夏
は
ハ
チ
が
活
発
に
活
動
し
ま
す

●
ハ
チ
に
刺
さ
れ
な
い
た
め
に

◎
ハ
チ
や
巣
に
不
用
意
に
近
づ
い

た
り
刺
激
し
た
り
し
な
い

◎
ま
と
わ
り
つ
い
て
き
た
時
、
手

で
激
し
く
追
い
払
っ
た
り
し
な
い

◎
黒
く
て
光
る
も
の
を
標
的
に
す

る
の
で
、
ハ
チ
が
い
る
可
能
性
が

あ
る
所
で
は
黒
系
の
服
を
避
け
る

●
ハ
チ
の
巣
を
見
つ
け
た
時
は　
　

ハ
チ
は
毒
針
を
持
っ
て
い
ま
す

が
、
一
方
で
植
物
の
受
粉
や
害
虫

の
駆
除
な
ど
人
に
と
っ
て
益
虫
の

役
割
も
持
っ
て
い
ま
す
。
巣
を
駆

除
す
る
必
要
性
に
つ
い
て
は
、
ハ

チ
の
種
類
や
巣
の
位
置
、
住
ん
で

い
る
人
の
生
活
様
式
に
よ
っ
て
大

き
く
異
な
り
ま
す
。

※
市
で
は
ハ
チ
の
巣
の
駆
除
は
行

っ
て
い
ま
せ
ん
。

問
環
境
衛
生
課

６
月
１
日
か
ら
新
た
な
区
域
で

下
水
道
の
供
用
を
開
始

市
で
は
、
府
と
連
携
し
て
下
水

道
の
整
備
を
進
め
て
お
り
、
次
の

区
域
の
一
部
で
新
た
に
下
水
道
の

供
用
を
開
始
し
ま
し
た
。

区
域

市
町
、
上
原
町
、
小
山
田

町
、
加
賀
田
、
喜
多
町
、
桐
ケ
丘
、

高
向
、
西
片
添
町
、
原
町
二
丁
目
、

東
片
添
町

●
排
水
設
備
工
事
を
３
年
以
内
に

指
定
業
者
で

新
た
に
供
用
区
域
に
な
っ
た
建

物
は
、
供
用
開
始
日
か
ら
３
年
以

内
に
排
水
設
備
工
事
（
家
庭
や
工

場
な
ど
か
ら
出
る
汚
水
・
雑
排
水

を
下
水
道
に
流
す
改
造
工
事
）
を

市
の
指
定
す
る
業
者
に
依
頼
し
て

く
だ
さ
い
。
指
定
業
者
は
、
下
水

道
課
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
工
事
に
は
援
助
制
度
の
利
用
を

供
用
開
始
の
日
か
ら
３
年
以
内

に
ト
イ
レ
の
水
洗
化
や
浄
化
槽
の

切
替
な
ど
の
工
事
を
し
た
場
合
、

工
事
補
助
金
や
融
資
あ
っ
せ
ん

（
銀
行
貸
付
）
が
利
用
で
き
ま
す
。

●
受
益
者
負
担
金
の
賦
課

下
水
道
の
整
備
に
は
多
額
の
費

用
が
必
要
で
す
。
そ
こ
で
、
下
水

道
の
施
設
が
完
備
さ
れ
る
区
域
の

住
民
の
み
な
さ
ん
に
、
土
地
の
面

積
に
応
じ
て
費
用
の
一
部
を
負
担

し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
負
担

金
は
、
汚
水
処
理
が
可
能
と
な
る

区
域
に
順
次
賦
課
し
て
い
き
ま
す
。

な
お
、
一
度
賦
課
さ
れ
る
と
重

ね
て
賦
課
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。

●
決
定
通
知
書
や
納
入
通
知
書

令
和
５
年
度
賦
課
分
は
、
７
月

初
旬
に
、
対
象
者
に
負
担
金
の
決

定
通
知
書
と
納
入
通
知
書
を
送
付

し
ま
す
。

問
下
水
道
課

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
で

コ
ン
ビ
ニ
交
付
の
ご
利
用
を

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
あ
れ

ば
、
土
・
日
曜
日
や
夜
間
で
も
全

国
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で

証
明
書
の
発
行
が
可
能
で
す
。

利
用
方
法

利
用
者
証
明
用
電
子

証
明
書
の
搭
載
さ
れ
た
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
キ
オ
ス
ク
端
末（
マ

ル
チ
コ
ピ
ー
機
）に
セ
ッ
ト
し
、画

面
の
指
示
に
従
っ
て
カ
ー
ド
取
得

時
に
設
定
し
た
利
用
者
証
明
用
電

子
証
明
書
暗
証
番
号（
数
字
４
桁
）

を
入
力
し
、
証
明
書
を
取
得

※
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
や
通
知

カ
ー
ド
で
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ

ス
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

取
得
で
き
る
証
明
書
の
種
類

住

民
票
の
写
し
（
本
人
ま
た
は
同
一

世
帯
の
人
）、
印
鑑
登
録
証
明
書

（
本
人
の
み
）、
住
民
票
記
載
事
項

証
明
書
（
本
人
ま
た
は
同
一
世
帯

の
人
）、
市
・
府
民
税
所
得
（
課

税
）
証
明
書
（
本
人
の
み
）

利
用
で
き
る
店
舗
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ

ン
、ロ
ー
ソ
ン
、フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
、

ミ
ニ
ス
ト
ッ
プ
な
ど（
マ
ル
チ
コ
ピ
ー

機
が
設
置
さ
れ
て
い
る
店
舗
）

手
数
料

３
０
０
円

時
間

午
前
６
時
30
分
〜
午
後
11

時
（
店
舗
営
業
時
間
の
み
）

※
シ
ス
テ
ム
休
止
日
を
除
く
。

●
利
用
上
の
注
意

◎
誤
っ
て
取
得
し
た
場
合
、
証
明

書
の
交
換
や
返
金
、
差
し
替
え
は

で
き
ま
せ
ん
。

◎
暗
証
番
号
を
３
回
間
違
う
と
利

用
で
き
な
く
な
り
、
市
役
所
窓
口

で
の
再
設
定
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

●
有
効
期
限
に
ご
注
意
を

カ
ー
ド
に
は
有
効
期
限
が
あ
り
、

再
交
付
に
は
申
請
が
必
要
で
す
。

◎
申
請
時
点
で
未
成
年
の
場
合
、

有
効
期
限
は
申
請
日
か
ら
５
回
目

の
誕
生
日
で
す
。
有
効
期
限
切
れ

と
な
る
人
に
は
、
地
方
公
共
団
体

情
報
シ
ス
テ
ム
機
構
よ
り
再
交
付

申
請
の
案
内
が
送
付
さ
れ
ま
す
の

で
、
案
内
に
従
っ
て
再
申
請
し
て

く
だ
さ
い
（
無
料
）。

◎
申
請
時
点
で
成
人
の
場
合
、
有

効
期
限
は
申
請
日
か
ら
10
回
目
の

誕
生
日
で
す
が
、
搭
載
さ
れ
て
い

る
電
子
証
明
書
の
有
効
期
限
は
５

回
目
の
誕
生
日
で
す
。
同
機
構
よ

り
電
子
証
明
書
更
新
の
案
内
が
送

付
さ
れ
ま
す
の
で
、
市
役
所
に
カ

ー
ド
を
持
参
し
、
更
新
申
請
を
し

て
く
だ
さ
い
。

●
日
曜
窓
口
と
夜
間
の
ご
利
用
を

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
受
け

取
り
は
原
則
本
人
で
す
。
交
付
通

知
書（
は
が
き
）が
届
い
て
い
る
人

で
、
平
日
昼
間
の
受
け
取
り
が
難

し
い
人
は
、
臨
時
の
日
曜
窓
口
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
平
日
夜
間
交
付
（
時
間
指
定
の

予
約
制
）
の
日
程
は
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

と
き
６
月
25
日
㈰
午
前
９
時
〜
午

後
２
時（
午
後
１
時
50
分
受
付
終
了
）

持
ち
物

交
付
通
知
書（
は
が
き
）、

通
知
カ
ー
ド
、住
基
カ
ー
ド（
持
っ

て
い
る
人
の
み
）、本
人
確
認
書
類

（
顔
写
真
付
き
の
書
類
▽
運
転
免

許
証
や
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
は
１
点
、

顔
写
真
無
し
の
書
類
▽
保
険
証
や

年
金
手
帳
な
ど
は
２
点
必
要
）

問
市
民
窓
口
課

６
月
は
ま
ち
づ
く
り
月
間

道
路
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

期
間
中
、
府
内
で
違
法
屋
外
広

告
物
を
追
放
す
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

が
行
わ
れ
ま
す
。
市
で
も
、
主
要

幹
線
道
路
を
中
心
に
違
法
屋
外
広

告
物
の
撤
去
活
動
を
実
施
し
ま
す

の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
市
内
の
環
境
美
化
や
景

観
保
全
を
進
め
る
た
め
、
次
の
団

体
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

●
ア
ド
プ
ト
・
ロ
ー
ド
参
加
団
体

道
路
の
一
定
区
間
で
清
掃
な
ど

を
自
主
的
に
行
う
自
治
会
や
企
業

な
ど
の
団
体
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

●
違
法
広
告
物
追
放
推
進
団
体

市
か
ら
認
定
さ
れ
、
道
路
な
ど

に
違
法
に
は
り
出
さ
れ
た
簡
易
広

告
物
の
撤
去
活
動
を
行
う
団
体
を

支
援
し
て
い
ま
す
。

申
込

電
話
で
左
記
へ

問
道
路
課保

険
・
年
金

国
民
健
康
保
険
料
の

納
付
通
知
書
な
ど
を
送
付

●
令
和
５
年
度
の
保
険
料
率

決
定
し
た
保
険
料
率（
右
下
表
）

と
加
入
者
の
令
和
４
年
中
の
所
得

な
ど
に
基
づ
き
、
令
和
５
年
度
の

保
険
料
を
決
定
し
、
納
付
通
知
書

な
ど
を
加
入
世
帯
へ
６
月
中
旬
ご

ろ
に
送
付
し
ま
す
。
納
付
方
法
な

ど
は
、
通
知
に
同
封
し
て
い
る
お

知
ら
せ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
納
付
が
困
難
な
場
合
は
相
談
を

特
別
な
事
情
で
納
期
限
ま
で
に

納
付
が
困
難
な
場
合
は
、
分
割
納

付
な
ど
の
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

ま
た
、
申
請
に
よ
り
保
険
料
の
減

免
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
詳
細
は
左
記
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
保
険
医
療
課

離
婚
時
の

年
金
分
割
制
度
に
つ
い
て

離
婚
し
た
場
合
、
婚
姻
期
間
中

の
厚
生
年
金
を
分
割
し
て
、
そ
れ

ぞ
れ
自
分
の
年
金
と
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

年
金
分
割
は
「
合
意
分
割
」
と

暮
ら
し

●令和５年度保険料率

医療分 後期支援分 介護分

所得割 8.42% 2.97% 2.61%

均等割 30,967 円 10,584 円 19,552 円

平等割 30,938 円 10,574 円 0円

限度額 650,000 円 200,000 円 170,000円

「
３
号
分
割
」の
２
種
類
が
あ
り
、ど

ち
ら
も
離
婚
後
原
則
２
年
以
内
に

手
続
き
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

※
年
金
分
割
を
定
め
る
調
停
な
ど

の
長
期
化
に
よ
り
離
婚
後
２
年
を

経
過
し
た
場
合
は
、
調
停
な
ど
の

成
立
か
ら
６
か
月
以
内
で
あ
れ
ば

手
続
き
可
能
で
す
。

●
合
意
分
割

当
事
者
か
ら
の
請
求
に
よ
り
、

婚
姻
期
間
中
の
厚
生
年
金
を
分
割

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
年
金
分

割
の
割
合
は
、
双
方
の
合
意
ま
た

は
裁
判
手
続
き
に
よ
っ
て
決
定
さ

れ
ま
す
。

※
共
済
組
合
の
組
合
員
で
あ
る
期

間
を
含
み
ま
す
。

●
３
号
分
割

国
民
年
金
第
３
号
被
保
険
者

（
厚
生
年
金
保
険
の
被
保
険
者
、
共

済
組
合
の
組
合
員
の
被
扶
養
配
偶

者
で
、
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
人
）

で
あ
っ
た
人
か
ら
の
請
求
に
よ
り
年

金
を
分
割
で
き
ま
す
。
年
金
分
割

の
割
合
は
、２
分
の
１
ず
つ
と
な
り

ま
す
。
平
成
20
年
４
月
以
降
の
第

３
号
被
保
険
者
期
間
中
の
報
酬
額

が
分
割
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

問
日
本
年
金
機
構
天
王
寺
年
金
事

務
所
（
☎
06
・
６
７
７
２
・
７
５

３
１
）

クビアカツヤカミキリの成虫とフラス

フラス

相
談

催
し・講
座

パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト

ス
ポ
ー
ツ

人
権

障
が
い
者

安
全
安
心

暮
ら
し

保
険・年
金

そ
の
他

お
知
ら
せ

募
集

就
労

事
業
所

税
金

公
表

子
育
て

高
齢
者

健
康
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子
育
て

子
ど
も
・
子
育
て
総
合
セ
ン
タ
ー

あ
い
っ
く
の
催
し

※
場
所
の
記
載
の
な
い
も
の
は
、

あ
い
っ
く
（
ノ
バ
テ
ィ
な
が
の
北

館
内
）
で
開
催
し
ま
す
。

●
お
で
か
け
わ
く
わ
く
広
場

就
学
前
の
親
子
が
自
由
に
遊
べ

る
場
で
す
。

対
象

就
学
前
の
子
ど
も
と
そ
の

保
護
者

と
き
・
と
こ
ろ

６
月
８
日
㈭
＝

楠
台
第
２
公
園
（
雨
天
中
止
）・

19
日
㈪
＝
イ
ズ
ミ
ヤ
ゆ
い
テ
ラ
ス

▽
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
10
時
30

分
〜
正
午

※
当
日
直
接
会
場
へ
。

①
親
子
で
ホ
ッ
プ
！

親
子
で
ふ
れ
あ
い
遊
び
や
遊
具

遊
び
を
通
し
て
「
で
き
る
」
喜
び

を
実
感
し
、「
も
っ
と
や
り
た
い
」

と
い
う
意
欲
を
高
め
ま
し
ょ
う
。

対
象

市
内
在
住
の
１
歳
６
か
月

か
ら
お
お
む
ね
２
歳
の
未
就
園
の

子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

と
き

６
月
20
日
㈫
、
７
月
４
日

㈫
午
前
10
時
〜
11
時
30
分
▽
２
回

シ
リ
ー
ズ

定
員

12
組
（
抽
選
）

②
み
ん
な
で
ス
テ
ッ
プ
‼

運
動
や
製
作
な
ど
の
活
動
を
通

し
て
、
就
園
前
に
集
団
で
過
ご
す

経
験
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象

市
内
在
住
の
２
歳
か
ら
就

園
前
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

と
き

６
月
15
日
㈭
午
前
10
時
〜

11
時
45
分

定
員

15
組
（
抽
選
）

③
親
子
の
絆
づ
く
り
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
赤
ち
ゃ
ん
が
き
た
！
」

第
1
子
を
育
児
中
の
マ
マ
た
ち

同
士
で
、
育
児
の
話
や
情
報
交
換
、

仲
間
作
り
を
し
ま
し
ょ
う
。

対
象

市
内
在
住
の
令
和
５
年
1

月
19
日
〜
４
月
19
日
生
ま
れ
の
第

1
子
と
そ
の
母
親

と
き
６
月
19
日
㈪
・
26
日
㈪
、７

月
３
日
㈪
・
10
日
㈪
午
後
１
時
〜

３
時
▽
４
回
シ
リ
ー
ズ

テ
キ
ス
ト
代

１
１
０
０
円

④
親
子
で
あ
そ
ぼ

親
子
で
遊
ん
だ
り
、
親
同
士
の

情
報
交
換
や
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を

し
ま
す
。

対
象

市
内
在
住
の
令
和
4
年
9

月
１
日
〜
令
和
5
年
4
月
1
日
生

ま
れ
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

と
き

６
月
27
日
㈫
、
７
月
４
日

㈫
・
11
日
㈫
午
前
10
時
15
分
〜
11

時
45
分
▽
３
回
シ
リ
ー
ズ

定
員

10
組
（
抽
選
）

⑤
お
で
か
け
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
相
談

子
ど
も
を
遊
ば
せ
な
が
ら
、
こ

れ
か
ら
の
働
き
方
や
子
育
て
と
の

両
立
、
仕
事
探
し
の
方
法
な
ど
を

相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象

市
内
在
住
の
就
学
前
の
子

ど
も
の
保
護
者 市民が撮る身近なニュース写真

市民
投稿

市民のみなさんのちょっとしたニュースや、おうち
時間の過ごし方などをお気軽にご応募
ください。選考のうえ広報紙やホーム
ページ、市公式SNSなどに掲載します。
問広報広聴課

と
き
・
内
容

６
月
23
日
㈮
午
前

10
時
15
分
〜
11
時
15
分
＝
個
別
相

談
（
要
予
約
）、
午
前
11
時
15
分
〜

正
午
＝
わ
く
わ
く
広
場
で
フ
リ
ー

相
談

⑥
育
児
講
座
「
親
子
で
リ
ズ
ム
」

リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
親
子
で
楽

し
く
体
を
動
か
し
ま
し
ょ
う
。

対
象

市
内
在
住
の
2
歳
か
ら
就

学
前
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

と
き

６
月
20
日
㈫
10
時
30
分
〜

11
時
30
分

定
員

８
組
（
抽
選
）

⑦
サ
ポ
ー
ト
ブ
ッ
ク
は
ー
と
の
会

（
就
学
相
談
）

来
年
度
の
就
学
に
向
け
て
、
就

学
相
談
の
担
当
者
か
ら
直
接
話
が

聞
け
る
場
で
す
。
安
心
し
て
就
学

を
迎
え
る
た
め
に
、
今
か
ら
で
き

る
こ
と
を
一
緒
に
考
え
ま
せ
ん
か
。

対
象

市
内
在
住
の
年
長
、
年
中

児
の
保
護
者

と
き

６
月
27
日
㈫
午
前
10
時
30

分
〜
正
午

定
員

15
人
（
抽
選
）
▽
未
就
学

児
の
保
育
あ
り
（
定
員
5
人
）

申
込

①
〜
⑦
は
６
月
７
日
ま
で

に
市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で

※
は
が
き
か
フ
ァ
ク
ス
に
親
子
の
氏

名
（
ふ
り
が
な
）、
子
の
生
年
月
日
、

性
別
、
第
何
子
か
、
住
所
、
電
話
番

号
、子
育
て
で
気
に
な
る
こ
と
と
催

し
名
を
記
入
し
て
、６
月
７
日（
必

着
）
ま
で
に
あ
い
っ
く
（
〒
586
ー
０

０
１
５
本
町
24
の
1
）も
可
。

問
あ
い
っ
く

（
☎
50・４
６
６
４
、℻
50・４
６
６
５
）

マ
マ
の
あ
ん
し
ん
相
談
ｄ
ａ
ｙ

妊
娠
中
、
産
後
の
悩
み
や
育
児

相
談
に
、
助
産
師
と
心
理
相
談
員

が
電
話
や
来
所
で
応
じ
ま
す
。

対
象
妊
産
婦
と
乳
幼
児
の
保
護
者

と
き

６
月
９
日
㈮
、
７
月
14
日

㈮
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

と
こ
ろ

保
健
セ
ン
タ
ー

申
込

来
所
の
み
電
話
で
要
予
約

問
保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
55
・
０
３
０
１
）

マ
マ
パ
パ
教
室

対
象

初
め
て
親
に
な
る
市
民

と
き

６
月
17
日
㈯
午
前
10
時
〜

正
午

と
こ
ろ

保
健
セ
ン
タ
ー

内
容

管
理
栄
養
士
か
ら
の
食
生

活
の
ア
ド
バ
イ
ス
、助
産
師
か
ら
の

気
持
ち
が
前
向
き
に
な
る
リ
ラ
ッ
ク

ス
方
法
な
ど

定
員

20
人
（
先
着
順
）

申
込

電
話
で
左
記
へ

問
保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
55
・
０
３
０
１
）

烏帽子形公園で開催されたたけのこ堀りの様子

愛犬も、満開の桜に感動しています。
お天気も良くていい気持ち～（トイプー）
愛犬も、満開の桜に感動しています。愛犬も、満開の桜に感動しています。

カメラ向けるとすぐ顔作る笑（いっちゃん)

カメラ向けるとすぐ顔作る笑（いっちゃん)

年長さんになってやっと抜
けました。まだか、まだか
と心待ちにしていたようで
大喜びでした♪（まいまい）

年長さんになってやっと抜

生まれて初
めての桜を

見に行きま
した。

満開の桜に
嬉しそうで

した。（る
き）

生まれて初
めての桜を

見に行きま
した。

生まれて初
めての桜を

見に行きま
した。

満開の桜に
嬉しそうで

した。（る
き）

満開の桜に
嬉しそうで

した。（る
き）

加賀田公民館での「五月人形づくり」

に挑戦しました。男は私ひとり。先生

方の親切なご指導もあり、孫に似た武

者人形が完成！（あっちゃん）お花見を兼
ねて、春の

ピクニック
へ。

綿帽子、う
まく飛んだ

ね！（沙
羅双樹）

相
談

催
し・講
座

パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト

ス
ポ
ー
ツ

人
権

障
が
い
者

安
全
安
心

暮
ら
し

保
険・年
金

そ
の
他

お
知
ら
せ

募
集

就
労

事
業
所

税
金

公
表

子
育
て

高
齢
者

健
康
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赤
ち
ゃ
ん
タ
イ
ム

わ
ら
べ
歌
や
手
遊
び
、絵
本
な
ど

を
楽
し
み
ま
す
。

対
象

１
歳
以
上
の
子
ど
も
と
そ

の
保
護
者

と
き

６
月
15
日
㈭
、
７
月
20
日

㈭
午
前
10
時
20
分
〜
11
時
＝
１
歳

向
け
、午
前
11
時
20
分
〜
正
午
＝
２

歳
向
け
▽
開
始
10
分
前
か
ら
受
付

と
こ
ろ

図
書
館

定
員

各
5
組
（
先
着
順
）

※
当
日
直
接
会
場
へ
。

問
図
書
館
（
☎
52
・
６
９
３
３
）

す
い
す
い
ひ
ろ
ば

月
ご
と
の
お
す
す
め
の
絵
本
な
ど

を
、
図
書
館
の
お
は
な
し
の
へ
や
の

中
で
自
由
に
楽
し
め
ま
す
（
貸
出

可
）。
読
ん
で
ほ
し
い
本
が
あ
れ
ば

図
書
館
員
が
読
み
聞
か
せ
し
ま
す
。

と
き
６
月
14
日
㈬
・
28
日
㈬
、７

月
12
日
㈬
・
26
日
㈬
午
後
２
時
〜

４
時

問
図
書
館
（
☎
52
・
６
９
３
３
）

図
書
館
の
お
は
な
し
会

●
２
〜
３
歳
児
と
そ
の
保
護
者

と
き

６
月
10
日
㈯
午
前
10
時
30

分
〜
、
17
日
㈯
午
後
２
時
〜（
15
分

程
度
）

定
員

５
組
（
先
着
順
）

●
４
歳
〜
就
学
前
児
童
向
け

と
き

６
月
10
日
㈯
午
前
11
時
〜
、

17
日
㈯
午
後
２
時
30
分
〜
（
30
分

程
度
）

定
員

12
人
（
先
着
順
）

●
小
学
生
向
け

と
き

６
月
３
日
㈯
・
24
日
㈯
午

前
11
時
〜
（
30
分
程
度
）

定
員

各
12
人
（
先
着
順
）
▽
24

日
は
保
護
者
も
入
場
可

●
英
語
の
お
は
な
し
会
（
国
際

交
流
協
会
と
共
催
）

と
き

６
月
25
日
㈰
午
後
３
時
〜

（
30
分
程
度
）

※
当
日
直
接
会
場
へ
。　　
　
　
　
　

問
図
書
館
（
☎
52
・
６
９
３
３
）

千
代
田
公
民
館
の
お
は
な
し
会

児
童
を
対
象
に
絵
本
の
読
み
聞

か
せ
や
手
遊
び
な
ど
を
し
ま
す
。

と
き

６
月
17
日
㈯
、
７
月
15
日

㈯
午
後
３
時
〜
３
時
30
分

定
員

各
10
人
（
先
着
順
）

※
当
日
直
接
会
場
へ
。

問
千
代
田
公
民
館

（
☎
55
・
１
１
２
５
）

未
来
に
向
か
う
力
を
育
む
研
修
会

●
し
ゃ
べ
る
、
気
づ
く
、
と
も
に

育
つ学

力
テ
ス
ト
な
ど
で
は
数
値
化
さ

れ
な
い
、子
ど
も
の
将
来
や
人
生
を

豊
か
に
す
る
力
（
非
認
知
能
力
）に

つ
い
て
考
え
ま
す
。

対
象

就
学
前
の
子
ど
も
を
育
て

る
保
護
者

と
き

６
月
26
日
㈪
午
前
10
時
30

分
〜
11
時
30
分

と
こ
ろ

あ
い
っ
く

定
員

10
人
（
先
着
順
）

申
込

６
月
20
日
ま
で

に
電
話
か
Ｑ
Ｒ
で
左
記
へ

問
地
域
教
育
推
進
課

（
キ
ッ
ク
ス
内
、☎
54
・
０
０
０
５
）

児
童
手
当
の
お
知
ら
せ

支
給
日

６
月
９
日
㈮
（
２
月
〜

５
月
の
４
か
月
分
）

支
給
額

３
歳
未
満
＝
児
童
一
人

に
つ
き
月
額
１
万
５
０
０
０
円
、３

歳
以
上
小
学
校
修
了
前（
第
１
子
・

第
２
子
）＝
同
１
万
円
、３
歳
以
上

小
学
校
修
了
前
（
18
歳
の
誕
生
日

後
最
初
の
３
月
末
ま
で
の
児
童
か

ら
数
え
て
第
３
子
以
降
）＝
同
１
万

５
０
０
０
円
、中
学
生
＝
同
１
万
円

特
例
給
付

制
限
限
度
額
以
上
の

所
得
の
人
に
対
し
、児
童
一
人
に
つ

き
月
額
５
０
０
０
円

●
現
況
届
の
提
出
は
原
則
不
要　
　

児
童
の
養
育
状
況
が
変
わ
っ
て

い
な
け
れ
ば
、現
況
届
の
提
出
は
原

則
不
要
で
す
。

●
現
況
届
が
必
要
な
対
象
者

◎
離
婚
協
議
中
で
配
偶
者
と
別
居

し
て
い
る
人

◎
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
な
ど
に
よ

り
、住
民
票
の
住
所
地
が
実
際
の
居

住
地
と
異
な
る
人

◎
児
童
と
別
居
し
て
い
る
人（
住
民

票
の
住
所
地
が
異
な
る
人
）

◎
法
人
で
あ
る
未
成
年
後
見
人
、施

設
（
里
親
な
ど
）
の
受
給
者

◎
そ
の
他
状
況
を
確
認
す
る
必
要

が
あ
る
人

●
次
の
場
合
は
速
や
か
に
届
け
出
を

◎
現
況
届
が
未
提
出
の
場
合（
令
和

3
年
度
、
令
和
４
年
度
の
現
況
届
）

◎
受
給
者
や
配
偶
者
、児
童
の
住
所

や
氏
名
が
変
わ
っ
た
場
合

◎
受
給
者
の
加
入
す
る
年
金
が
変

わ
っ
た
場
合
（
退
職
や
転
職
な
ど
）

◎
児
童
の
養
育
状
況
が
変
更
に
な

っ
た
場
合
（
離
婚
・
婚
姻
・
生
計
中

心
者
の
変
更
な
ど
）

◎
受
給
者
や
配
偶
者
が
公
務
員
に

な
っ
た
、ま
た
は
公
務
員
を
退
職
し

た
場
合

※
届
け
出
が
遅
れ
る
と
返
還
金
が

生
じ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

受
付

６
月
30
日
ま
で
に
郵
送
ま

た
は
直
接
窓
口
へ

※
６
月
初
旬
に
案
内
を
送
付
し
ま

す
の
で
必
ず
期
限
内
に
提
出
を
。

●
次
の
場
合
は
手
続
き
が
必
要

児
童
手
当
な
ど
が
支
給
さ
れ
な

く
な
っ
た
後
に
、対
象
年
度
の
所
得

が
上
限
限
度
額
を
下
回
っ
た
場
合

や
、翌
年
度
以
降
の
所
得
が
上
限
限

度
額
を
下
回
っ
た
場
合
は
、改
め
て

認
定
請
求
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
子
ど
も
子
育
て
課

６
月
30
日
が
申
請
期
限

●
大
阪
府
子
ど
も
食
費
支
援
事
業

府
事
業「
お
米
Ｐ
Ａ
Ｙ
お
お
さ
か

（
お
米
ク
ー
ポ
ン
）」
な
ど
の
給
付
に

か
か
る
府
へ
の
申
請
期
限
は
６
月

30
日
で
す
。

対
象

申
請
日
に
お
い
て
大
阪
府

に
在
住
し
て
お
り（
令
和
５
年
４
月

１
日
以
降
に
転
入
し
た
者
を
除
く
）

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

①
平
成
16
年
4
月
2
日
以
降
に
生

ま
れ
た
人

②
妊
娠
し
て
い
る
人
（
令
和
5
年

3
月
31
日
ま
で
に
妊
娠
し
て
い
る

証
明
（
母
子
健
康
手
帳
な
ど
）
が

必
要
）

申
込

府
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

※
詳
細
は
左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
▽
土
・
日
・
祝
日
を
除
く

午
前
９
時
〜
午
後
６
時
。

問
府
子
ど
も
食
費
支
援
事
業
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
１
２
０
・
４

７
９
・
２
０
８
）

里
親
募
集
説
明
会

●
子
ど
も
た
ち
の
明
る
い
未
来
の

た
め
に

様
々
な
理
由
で
家
庭
を
離
れ
て

乳
児
院
や
児
童
養
護
施
設
で
暮
ら

し
て
い
る
子
ど
も
た
ち
を
温
か
く

迎
え
入
れ
、
愛
情
と
理
解
を
持
っ

て
育
て
る
里
親
を
募
集
し
ま
す
。事

前
連
絡
の
う
え
、
気
軽
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

と
き

６
月
24
日
㈯
午
前
10
時
〜

午
後
３
時

と
こ
ろ

ラ
ブ
リ
ー
ホ
ー
ル

定
員

５
組
（
先
着
順
）

申
込

６
月
19
日
か
ら
電
話
で
左

記
へ

問
高
鷲
学
園
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
里
親

（
☎
０
７
２
・
９
５
９
・
２
２
０
２
）

物価高騰などの影響で損害を受けた低所得の子育
て世帯に対し、特別給付金を支給します。
給付額　児童１人につき一律５万円
●申請不要の人
　該当する人には案内を送付し、５月中に振り込み
をしています。
◎ひとり親世帯
対象　令和５年３月分の児童扶養手当の支給を受け
ている人
振込口座　児童扶養手当登録口座
◎ひとり親世帯以外
対象　昨年度に同給付金を受け取った人
振込口座　昨年度に同給付金を受け取った口座
●申請が必要な人
　案内が届いていない人で、次の要件に該当する場
合は、お問い合わせのうえ、来年 2 月 29日までに
申請してください。
◎ひとり親世帯
①公的年金等を受給していることにより、令和５年
３月分の児童扶養手当の支給を受けていないが、児
童扶養手当受給者と同じ所得水準となっている人
②物価高騰などの影響を受けて家計が急変するな
ど、収入が児童扶養手当を受給している人と同じ水
準となっている人
◎ひとり親世帯以外
①平成17年４月２日（特別児童扶養手当の認定を受
けた人については、平成15年４月２日）から令和６
年２月29日までの間に生まれた児童を養育する人
のうち、令和５年度の市民税均等割が非課税の人ま
たは、令和５年１月以降の家計が急変し、令和５年
度の市民税均等割が非課税相当となった人
②昨年度に同給付金を受け取った人で案内が届いて
いない人
※申請方法など詳細は、市ホームページに掲載してい
ます▷不明な点などは、下記へお問い合わせください。
問子ども子育て課

子育て世帯生活支援特別給付金

市民投稿「ちょっと見てみて！」より
応募者：めいきほかあーちゃん

※このほかにも福祉委員会・自治会主催の遊びの広場を各地域で開催してい
ます。詳細はあいっく ( ☎ 50-4664) へお問い合わせください。

★地域の子育て広場★
就学前の子どもと保護者が集まり、自由に遊んだり交流できる場所で
す。会場や時間、内容など詳しくはお問い合わせください。

◉つどいの広場
場所 開催日

①ふぁんふぁーれ
三日市
☎63-7242
※当日直接会場へ

毎週火・木・金曜日と６月５日㈪・12日㈪・19日㈪
午前10時～午後３時30分▷午前・午後の２部制で
各３組まで（先着順）▷８日㈭＝「ゆうみ先生と音
楽を楽しもう！」（午前11時30分～）、16日㈮＝「み
んなでストレッチ体操！」（午前11時～）

②ほのぼのルーム
大矢船
☎62-3501
※検温のうえ要予約

毎週月・水・木曜日午前10時～午後３時▷午後の部のみ就園
児童の利用可▷午前・午後の２部制で各４組まで（先着順）▷6
月７日㈬＝「あかちゃん優先タイム」（午後）、19日㈪～22日㈭
＝「なくそう子どもの事故～チャイルドビジョンを体験しよう」
おはなし手遊びわくわくしよう！」▷開催日は毎回マグネットシ
アター、手遊びなども▷詳細はブログ・インスタグラムで

◉子育てわいわいルーム（事前予約が必要）
場所 開催日 問い合わせ

三日市公民館 ６月 14日㈬ ☎ 62-6155
千代田公民館 ６月 16日㈮ ☎ 55-1125

※時間は午前 10時 30分～正午▷駐車場には限りがあります。

相
談

催
し・講
座

パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト

ス
ポ
ー
ツ

人
権

障
が
い
者

安
全
安
心

暮
ら
し

保
険・年
金

そ
の
他

お
知
ら
せ

募
集

就
労

事
業
所

税
金

公
表

子
育
て

高
齢
者

健
康
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安
全
安
心

梅
雨
や
台
風
に
備
え
て

梅
雨
や
台
風
の
時
期
に
は
、
長

雨
や
集
中
豪
雨
な
ど
で
、
が
け
崩

れ
や
土
石
流
な
ど
の
土
砂
災
害
が

発
生
す
る
恐
れ
が
高
く
な
り
ま
す
。

災
害
に
よ
る
被
害
を
完
全
に
な
く

す
こ
と
は
難
し
く
、
発
生
し
た
時

に
被
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め
る

こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
は
、
一

人
ひ
と
り
の
行
動
に
か
か
っ
て
い

ま
す
。
日
ご
ろ
か
ら
災
害
に
対
し

て
十
分
に
備
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

●
一
人
ひ
と
り
が
土
砂
災
害
に
備

え
ま
し
ょ
う

◎
避
難
す
る
場
合
に
備
え
て
、
水

や
食
料
な
ど
を
家
庭
内
で
備
蓄
し

て
お
く
。

◎
連
絡
手
段
・
情
報
収
集
方
法
の

確
保
や
停
電
へ
の
備
え
の
た
め
、

以
下
の
も
の
を
準
備
・
点
検
す
る

▽
懐
中
電
灯
、
携
帯
電
話
、
ラ
ジ

オ
な
ど
。

◎
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
見
て
、

自
宅
周
辺
や
避
難
経
路
上
で
、
が

け
崩
れ
や
土
石
流
の
発
生
す
る
恐

れ
の
あ
る
危
険
な
場
所
を
事
前
に

把
握
し
て
お
く
。

◎
事
前
に
避
難
場
所
や
避
難
経
路

を
把
握
し
、
高
齢
者
や
体
の
不
自

由
な
人
の
い
る
家
庭
で
は
安
全
な

避
難
方
法
と
具
体
的
な
行
動
を
考

え
て
お
く
。

◎
安
全
な
場
所
に
い
る
人
ま
で
避

難
所
に
行
く
必
要
は
な
い
た
め
、

自
宅
が
安
全
な
場
合
に
は
自
宅
で
。

そ
の
他
安
全
な
親
戚
・
知
人
宅
に

避
難
す
る
こ
と
も
考
え
る
。

◎
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
の
気
象
情
報
に

注
意
し
、避
難
が
必
要
な
場
所
に
い

る
場
合
は
、高
齢
者
等
避
難
、避
難

指
示
が
あ
れ
ば
直
ち
に
避
難
す
る
。

◎
す
で
に
外
出
す
る
こ
と
が
危
険

な
場
合
に
は
、
自
宅
の
中
で
安
全

な
場
所
に
避
難
す
る
（
２
階
な
ど

へ
避
難
す
る
垂
直
避
難
、
斜
面
な

危
険
物
は
正
し
い
取
り
扱
い
を

●
身
近
な
危
険
物
に
注
意
を

接
着
剤
や
ア
ロ
マ
オ
イ
ル
、
防

水
ス
プ
レ
ー
、
ア
ウ
ト
ド
ア
で
使

用
す
る
燃
料
や
消
毒
用
ア
ル
コ
ー

ル
な
ど
、
身
近
な
と
こ
ろ
に
あ
る

危
険
物
は
、
正
し
い
取
り
扱
い
や

保
管
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

●
セ
ル
フ
方
式
の
給
油
は

セ
ル
フ
方
式
の
給
油
取
扱
所
で

は
、
給
油
手
順
や
設
備
の
取
り
扱

い
を
誤
る
と
、
思
わ
ぬ
事
故
を
起

こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
正
し
い

方
法
で
給
油
し
、
給
油
方
法
が
分

か
ら
な
い
場
合
は
従
業
員
の
説
明

を
受
け
ま
し
ょ
う
。

●
６
月
４
日
〜
10
日
は
危
険
物
安

全
週
間

今
年
は
「
意
志
つ
な
ぐ

連
携

プ
レ
ー
で

事
故
防
ぐ
」
を
ス
ロ

ー
ガ
ン
に
、
事
業
所
に
自
主
的
な

保
安
体
制
の
確
立
を
呼
び
か
け
、

市
民
に
危
険
物
に
関
す
る
意
識
の

高
揚
を
図
り
ま
す
。

問
予
防
課
（
☎
53
・
３
６
９
９
）

が
け
地
近
接
な
ど
危
険
住
宅
の

移
転
助
成
と
補
強
助
成

対
象

府
が
指
定
し
た
土
砂
災
害

特
別
警
戒
区
域
に
指
定
さ
れ
る
以

ど
か
ら
遠
い
部
屋
へ
の
避
難
）。

◎
避
難
す
る
場
合
は
、
感
染
症
予

防
の
準
備
も
し
て
お
く
。

問
危
機
管
理
課

災
害
時
の
緊
急
情
報
の

受
け
取
り
方

●
防
災
行
政
無
線
と
災
害
テ
レ
ホ

ン
案
内

防
災
行
政
無
線
の
屋
外
ス
ピ
ー

カ
ー
か
ら
ア
ナ
ウ
ン
ス
を
流
し
ま
す
。

同
じ
内
容
を
無
料
の
災
害
テ
レ
ホ
ン

案
内
（
☎
０
１
２
０
・
０
４
７
・
７

１
４
）で
何
度
で
も
確
認
で
き
ま
す
。

●
緊
急
速
報
メ
ー
ル
（
エ
リ
ア
メ

ー
ル
）

携
帯
電
話
や
ス
マ
ホ
に
、
警
告

音
を
鳴
ら
す
と
と
も
に
、
市
か
ら

の
緊
急
情
報
を
配
信
し
ま
す
。
内

容
は
防
災
行
政
無
線
の
ア
ナ
ウ
ン

ス
と
同
じ
で
す
。

●
お
お
さ
か
防
災
情
報
メ
ー
ル

お
お
さ
か
防
災
ネ
ッ
ト
に
登
録
す

る
と
、
市
や
府
が
発
信

す
る
災
害
情
報
を
受
け

取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、Ｓ
Ｎ
Ｓ（
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、
ツ

イ
ッ
タ
ー
）

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
は
、
市
の
ア
カ
ウ
ン

ト
を
登
録
し
て
お
く
と
、
情
報
を

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

費
限
度
額
67
万
２
０
０
０
円
）、
②

危
険
住
宅
の
補
強
工
事
に
要
す
る

費
用
の
23
％（
補
強
工
事
費
用
）＝

１
棟
あ
た
り
最
大
77
万
２
０
０
０

円
（
工
事
費
限
度
額
３
３
６
万
円
）

詳
細
は
左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
公
園
河
川
課

土
砂
災
害
警
戒
区
域
な
ど
の
閲
覧

府
で
は
、土
砂
災
害
防
止
法
に
基

づ
き
、被
害
を
受
け
る
お
そ
れ
が
あ

る
土
地
の
地
形
や
地
質
、土
地
利
用

状
況
な
ど
を
調
査
し
、土
砂
災
害
警

戒
区
域
な
ど
を
指
定
し
て
い
ま
す
。

●
区
域
指
定
箇
所
の
閲
覧
は
市
役

所
ま
た
は
府
富
田
林
土
木
事
務
所
へ

府
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し

て
い
ま
す
。

※
大
阪
府
土
砂
災
害
の
防
災
情
報

で
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

問
公
園
河
川
課
ま
た
は
府
富
田
林

土
木
事
務
所
（
☎
25
・
１
１
３
１
）

高
齢
者

介
護
保
険
負
担
限
度
額
制
度
な
ど

の
更
新
申
請
を

①
負
担
限
度
額
制
度
（
食
費
・
居

住
費
の
減
額
）

介
護
保
険
施
設
へ
入
所
（
短
期

入
所
を
含
む
）
す
る
と
、
原
則
と

し
て
食
費
と
居
住
費
（
滞
在
費
）

は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
が
、
次

の
要
件
を
満
た
す
人
は
、
申
請
す

れ
ば
限
度
額
ま
で
減
額
さ
れ
ま
す
。

現
在
こ
の
制
度
を
利
用
す
る
人
に

更
新
案
内
を
送
付
し
ま
す
。

要
件

世
帯
全
員
（
世
帯
が
異
な

る
配
偶
者
を
含
む
）
が
市
民
税
非

課
税
で
、
預
貯
金
な
ど
が
一
定
額

以
下
の
人

※
申
請
に
は
預
貯
金
が
分
か
る
通

帳
の
コ
ピ
ー
（
配
偶
者
分
含
む
）

が
必
要
で
す
。

②
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
受
領
委

任
払
い
制
度

介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
が
府
内

の
介
護
保
険
施
設
に
月
の
初
日
か

ら
末
日
ま
で
継
続
し
て
入
所
し
た

場
合
、
利
用
者
負
担
額
が
高
額
に

な
っ
て
も
、
申
請
す
る
と
上
限
額

（
世
帯
の
課
税
状
況
に
よ
り
異
な

る
）
ま
で
施
設
へ
の
支
払
い
が
減

額
さ
れ
ま
す
。

※
①
②
と
も
、
現
在
こ
の
制
度
を

利
用
し
８
月
以
降
も
利
用
を
希
望

す
る
人
は
、
６
月
30
日
ま
で
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

問
介
護
保
険
課

前
に
同
区
域
内
で
建
築
さ
れ
た
住
宅

●
が
け
地
近
接
危
険
住
宅
の
移
転

助
成が

け
地
の
崩
壊
な
ど
に
よ
り
生

命
に
危
険
を
お
よ
ぼ
す
お
そ
れ
の

あ
る
区
域
の
住
宅
に
つ
い
て
、
居

住
者
の
移
転
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

助
成
限
度
額

①
危
険
住
宅
の
除

却
な
ど
に
要
す
る
経
費
＝
１
戸
97

万
５
０
０
０
円
、
②
危
険
住
宅
に

代
わ
る
住
宅
の
建
設
に
要
す
る
経

費
＝
１
戸
４
２
１
万
円
（
建
物
３

２
５
万
円
、
土
地
96
万
円
）

※
②
は
金
融
機
関
か
ら
資
金
を
借

り
入
れ
た
場
合
の
利
子
に
相
当
す

る
額
を
対
象
と
し
ま
す
。

●
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
内
危

険
住
宅
の
補
強
助
成

が
け
地
の
崩
壊
な
ど
に
よ
り
生

命
に
危
険
を
お
よ
ぼ
す
お
そ
れ
の

あ
る
区
域
の
住
宅
の
補
強
を
支
援

し
ま
す
（
所
得
金
額
に
よ
る
制
限

あ
り
）。

助
成
限
度
額

①
危
険
住
宅
の
補

強
工
事
に
か
か
る
設
計
費
用
の
23

％（
補
強
設
計
費
用
）＝
１
棟
あ
た

り
最
大
15
万
４
０
０
０
円
（
設
計

南ケ丘で
日常生活支援サービスがスタート
　日々の困りごとを有償でサポートする住民主体の
グループ「支えあい南

は

風
え

流
る

街
まち

南ケ丘」が５月８日に
発足式を行いました。粗大ごみの搬出や草抜きなど
の生活支援、自宅からバス停までの移動支援を行い、
地域のみんなで集まれるサロンを開きます。人と人
のつながりを大切に、いつまでも安心して住み続け
られる地域づくりを目指します。

消防署では、金剛・岩湧
山系の主なハイキングコー
スに防火杭や防火標識看板
( 写真右 )を設置していま
す。これらには、場所を特
定するための番号が書かれ
ています。山間部で事故や
火災などを発見し通報する
場合は、この番号やGPS・Nコードなどもあわ
せてお知らせください。
　また、登山GPS アプリ「Y

ヤ マ ッ プ

AMAP」などでも
現在地を確認することができます。速やかな救
助活動ができるよう、ご協力をお願いします。
問消防署（☎ 53-5681）

山間部での活動にご協力を
●
Ｎ
Ｈ
Ｋ
デ
ー
タ
放
送

リ
モ
コ
ン
の
ｄ
ボ
タ
ン
で
、
緊
急

情
報
が
テ
レ
ビ
で
も
確
認
で
き
ま
す
。

問
危
機
管
理
課

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
全
国
一
斉
情
報
伝
達

訓
練
・
緊
急
地
震
速
報
訓
練

地
震
な
ど
の
緊
急
時
に
、
全
国

瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
ア
ラ
ー

ト
）
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
緊
急
情

報
を
市
民
の
み
な
さ
ん
に
伝
え
る

た
め
、
市
内
47
か
所
の
防
災
行
政

無
線
ス
ピ
ー
カ
ー
に
よ
る
情
報
伝

達
訓
練
を
行
い
ま
す
。

●
全
国
一
斉
情
報
伝
達
訓
練

と
き

６
月
７
日
㈬
午
前
11
時

●
緊
急
地
震
速
報
訓
練

と
き

６
月
15
日
㈭
午
前
10
時

●
無
線
で
の
放
送
内
容
が
聞
き
取

り
に
く
い
場
合
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
市
公
式
Ｓ

Ｎ
Ｓ
、
災
害
テ
レ
ホ
ン
案
内
（
☎

０
１
２
０
・
０
４
７
・
７
１
４
）

で
確
認
で
き
ま
す
。

問
危
機
管
理
課

相
談

催
し・講
座

パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト

ス
ポ
ー
ツ

人
権

障
が
い
者

安
全
安
心

暮
ら
し

保
険・年
金

そ
の
他

お
知
ら
せ

募
集

就
労

事
業
所

税
金

公
表

子
育
て

高
齢
者

健
康
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食
生
活
改
善
推
進
員
の
健
康
教
室

「
フ
レ
イ
ル
っ
て
な
あ
に
？
」
を

テ
ー
マ
に
、
た
ん
ぱ
く
質
を
手
軽

に
摂
れ
る
調
理
の
実
習
や
簡
単
な

体
操
を
し
ま
す
。

と
き

６
月
23
日
㈮
午
前
10
時
〜

正
午

と
こ
ろ

保
健
セ
ン
タ
ー

定
員

12
人
（
先
着
順
）

参
加
費

５
０
０
円

申
込

６
月
７
日
か
ら
電
話
で
左

記
へ

問
保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
55
・
０
３
０
１
）

介
護
の
知
恵
袋

対
象

高
齢
者
の
家
族

●
紙
芝
居
と
大
道
芸
の
鑑
賞
で
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ

鑑
賞
後
、
希
望
者
に
は
介
護
者

交
流
会
も
行
い
ま
す
。

と
き

６
月
26
日
㈪
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
30
分

と
こ
ろ

キ
タ
バ
あ
や
た
ホ
ー
ル

定
員

30
人
（
抽
選
）

申
込

電
話
で
左
記
へ
▽
当
日
参

加
も
可

問
西
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
56
・
６
６
０
０
）

●
忙
し
い
あ
な
た
の
た
め
の
簡
単

時
短
レ
シ
ピ

管
理
栄
養
士
に
よ
る
調
理
実
演

を
行
い
ま
す
。
試
食
も
あ
り
ま
す
。

と
き

６
月
28
日
㈬
午
前
10
時
〜

11
時
30
分

と
こ
ろ

キ
ッ
ク
ス

定
員

15
人
（
抽
選
）

申
込

６
月
21
日
ま
で
に
電
話
で

左
記
へ

問
東
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
52
・
０
１
８
０
）

高
齢
者
の
運
動
教
室(

ヨ
ガ)

対
象

60
歳
以
上
の
市
内
在
住
・

在
学
・
在
勤
者

と
き

７
月
５
日
㈬
午
前
10
時
〜

11
時
30
分

と
こ
ろ

ラ
ブ
リ
ー
ホ
ー
ル

定
員

15
人
（
先
着
順
）

参
加
費

５
０
０
円
▽
当
日
徴
収

申
込

６
月
７
日
〜
７
月
４
日
に

電
話
か
フ
ァ
ク
ス
（
住
所
、
氏
名
、

ふ
り
が
な
、
年
齢
、
電
話
番
号
を

記
入
）
で
左
記
へ

問
健
康
ス
ポ
ー
ツ
連
盟
の
中
川
さ

ん(

☎
℻
65
・
６
２
１
６)

就

労

ひ
と
り
親
家
庭
の
親
な
ど
を

対
象
と
し
た
就
労
支
援
講
習
会

●
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
（
土
曜
日

コ
ー
ス
）

と
き
７
月
29
日
〜
９
月
９
日
の
指

定
す
る
土
曜
日
▽
６
回
シ
リ
ー
ズ

と
こ
ろ

府
立
母
子
・
父
子
福
祉

セ
ン
タ
ー
（
大
阪
市
東
成
区
）

定
員

20
人
（
抽
選
）

教
材
費

６
０
０
０
円

申
込

往
復
は
が
き
で
６
月
29
日

ま
で
に
同
セ
ン
タ
ー
（
〒
537
―
０

０
２
５
大
阪
市
東
成
区
中
道
１
の

３
の
59
）
へ

※
申
込
資
格
な
ど
詳

細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
府
母
子
家
庭
等
就
業
・
自
立
支

援
セ
ン
タ
ー（
☎
06
・
６
７
４
８
・

０
２
６
３
）

府
介
護
支
援
専
門
員
実
務
研
修

受
講
試
験

と
き

10
月
８
日
㈰
午
前
10
時
〜

申
込

介
護
保
険
課
な
ど
に
あ
る

申
込
書
で
６
月
26
日
（
当
日
消
印

有
効
）
ま
で
に
左
記
へ

問（
一
財
）府
地
域
福
祉
推
進
財
団

（
☎
06
・
６
７
６
３
・
８
０
４
４
）

市
文
化
振
興
財
団
契
約
職
員

職
務

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
な
ど
の
文

化
振
興
事
業
、
ラ
ブ
リ
ー
ホ
ー
ル

管
理
運
営

資
格

パ
ソ
コ
ン
基
本
操
作
が
で

き
、
普
通
自
動
車
運
転
免
許
（
Ａ

Ｔ
限
定
可
）
を
持
ち
、
か
つ
土
・

日
・
祝
日
に
勤
務
が
で
き
る
人

人
数

若
干
名

期
間
９
月
１
日
か
ら
令
和
６
年
３

月
31
日
ま
で
▽
更
新
の
場
合
あ
り

月
額

17
万
８
５
０
０
円
（
期
末

手
当
あ
り
）

試
験

書
類
選
考
合
格
者
に
面

接
・
小
論
文
試
験
を
後
日
実
施

申
込
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
を
持
っ

て
６
月
６
日
〜
25
日
の
午
前
９
時

〜
午
後
10
時
に
ラ
ブ
リ
ー
ホ
ー
ル

（
〒
586
ー
０
０
１
６
西
代
町
12
ー

46
）へ
▽
郵
送
は
申
込
期
間
内
必
着

※
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
。

問
ラ
ブ
リ
ー
ホ
ー
ル

（
☎
56
・
６
１
０
０
）

事
業
所

非
常
時
対
応
力
強
化
補
助
金

事
業
継
続
計
画
（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）
を

策
定
し
、
市
内
事
業
所
に
て
防
災

措
置
を
行
う
事
業
者
に
対
し
て
補

助
金
を
交
付
し
ま
す
。

対
象

市
内
事
業
所
で
常
時
５
人

以
上
の
労
働
者
を
雇
用
す
る
事
業
者

補
助
額

最
大
20
万
円

補
助
対
象

自
家
発
電
装
置
の
購

入
費
用
な
ど

申
請
期
限

令
和
６
年
３
月
15
日

※
申
請
方
法
な
ど
詳
細

は
下
記
Ｑ
Ｒ
か
ら
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

問
事
業
者
支
援
窓
口

（
☎
53
・
６
０
７
５
）

●
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
セ
ミ
ナ
ー
＆
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ

災
害
時
に
お
け
る
早
期
事
業
復

旧
や
、地
域
の
災
害
リ
ス
ク
な
ど
に

つ
い
て
、
専
門
家
が
解
説
し
ま
す
。

対
象

市
内
中
小
事
業
者

と
き

６
月
28
日
㈬
午
後
６
時
〜

８
時

と
こ
ろ

キ
ッ
ク
ス

定
員

25
人

申
込

６
月
21
日
ま
で
に
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で

問
事
業
者
支
援
窓
口

（
☎
53
・
６
０
７
５
）

し
な
い
さ
せ
な
い
就
職
差
別

●
６
月
は
就
職
差
別
撤
廃
月
間

就
職
の
面
接
で
、
本
人
や
家
族

の
出
身
地
や
職
業
、
思
想
・
信
条

な
ど
に
つ
い
て
質
問
す
る
こ
と
は
、

本
人
に
責
任
の
な
い
事
項
や
本
来

自
由
で
あ
る
べ
き
事
項
で
応
募
者

を
判
断
す
る
こ
と
に
な
り
、
就
職

差
別
に
つ
な
が
る
お
そ
れ
が
あ
り

ま
す
。
就
職
の
機
会
均
等
を
保
障

す
る
こ
と
の
大
切
さ
に
つ
い
て
み
な

さ
ん
の
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
就
職
差
別
１
１
０
番

採
用
面
接
時
な
ど
の
差
別
に
つ

い
て
相
談
を
行
い
ま
す
。

期
間

６
月
１
日
㈭
〜
30
日
㈮
▽

閉
庁
日
を
除
く
午
前
９
時
30
分
〜

午
後
５
時
30
分

相
談
方
法

電
話
で
左
記
へ

問
府
商
工
労
働
部
雇
用
推
進
室

（
☎
06
・
６
２
１
０
・
９
５
１
８
）

産
業
誘
致
で
地
元
雇
用
創
出
を

本
市
は
、昭
和
29
年
に
人
口

約
３
万
人
で
始
ま
り
、
同
44

年
に
は
５
万
人
を
、同
63
年
に

は
10
万
人
を
超
え
ま
し
た
が
、

人
口
減
少
と
い
う
社
会
潮
流

の
中
、出
生
数
の
増
加
や
子
育

て
世
代
の
転
入
な
ど
動
き
は

あ
る
も
の
の
、
自
然
減
の
影
響

も
あ
り
、こ
の
４
月
に
10
万
人

を
割
り
ま
し
た
。
大
阪
都
市

圏
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
い
う
位

置
づ
け
で
発
展
し
て
き
た
本

市
で
す
が
、
市
の
活
性
化
の
た

め
に
も
、産
業
誘
致
で
地
元
雇

用
を
創
出
す
る
こ
と
が
喫
緊

の
課
題
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

本
市
に
お
い
て
は
、
産
業

用
地
に
適
し
た
平
坦
な
場
所

が
限
ら
れ
て
い
る
の
が
現
状

で
す
が
、
高
向
・
上
原
地
区

お
よ
び
小
山
田
西
地
区
で
は
、

産
業
用
地
の
確
保
に
向
け
土

地
区
画
整
理
事
業
を
進
め
て

い
ま
す
。
加
え
て
、
多
く
の
市

内
事
業
者
か
ら
の
ご
要
望
も

あ
り
、
工
業
団
地
に
隣
接
す

る
赤
峰
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
産
業

用
地
化
も
検
討
し
て
い
ま
す
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
ス
ポ
ー
ツ

利
用
者
に
は
、
活
動
に
切
れ

目
が
生
じ
な
い
よ
う
、
代
わ

り
の
施
設
を
ご
提
案
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
さ
ら
に
将
来
的
に

は
、
小
山
田
地
域
な
ど
の
新

た
な
場
に
お
い
て
ス
ポ
ー
ツ
施

設
の
集
約
・
充
実
を
図
り
ま

す
。
ま
た
、
憩
い
の
場
と
し
て

利
用
さ
れ
て
い
る
市
民
に
対

し
て
は
、
産
業
用
地
内
に
憩

い
の
場
を
設
け
、
さ
ら
に
寺
ケ

池
公
園
の
機
能
充
実
と
魅
力

向
上
も
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

河
内
長
野
市
長

島
田
智
明

市
長
コ
ラ
ム

●特定業務会計年度任用職員を募集
採用予定日　随時
資格　保育士、社会福祉士、幼稚園教諭または
教員の資格を持つ人、児童への支援について知
識・経験を有する人
勤務日　月～土曜日のうち週５日（年数回日曜
勤務あり、公休日は課が指定）
月給　17万 5900円（期末手当あり）
人数　若干名
申込　写真付きのエントリーシート（資格を持
つ人は資格証も）を持って、毎月 10日までに
地域教育推進課（キックス３階▷日曜・祝日・
月曜を除く▷時間は午前９時～午後６時）へ　
※エントリーシートは同課で配布▷市ホーム

ページからダウンロード可。
試験　随時
●夏休み期間の短期採用もしています
職務　放課後児童会支援補助（夏休み短期採用）
応募資格　子ども育成支援について知識・経験
を有する人（大学生可）
期間　７月 20日㈭～９月１日㈮
勤務時間　夏休み期間中の月～土曜日（祝日除
く）、午前８時～午後５時の２～６時間
時給　1123円
人数　20人
申込　写真付きの履歴書１通を持って６月 17
日までに下記へ
問地域教育推進課（キックス内、☎ 54-0005）

放課後児童会（学童）で
一緒に働きませんか

相
談

催
し・講
座

パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト

ス
ポ
ー
ツ

人
権

障
が
い
者

安
全
安
心

暮
ら
し

保
険・年
金

そ
の
他

お
知
ら
せ

募
集

就
労

事
業
所

税
金

公
表

子
育
て

高
齢
者

健
康
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